
－ 12－

まち活　通信　vol.9
－みんなで実践するまちづくり活動情報－ 

2015年３月 
女川町まちづくり推進協議会事務局 

まち活はまちびらきに向けて実践モードです！
　１月・２月の“まち活”では、まちびらきに向けてまちの魅力発信を行うための企画や講座、

まちびらき後の若者の居場所づくり、まちづくりの先進地視察を行いました。

先進地視察　　 ２月14-15日・参加者10名

まちカフェ×女川向学館 　2月6日・参加者：高校生５名
 女川向学館スタッフ４名

　視察で得た知見を女川町でどう活用できるかフィードバックするための「まちカフェ」を、
３月中に開催します。結果は次回のまち活通信でもお知らせします。

外部人材・アートを活かしたまちづくりの取り組みを視察しました。

徳島県神山町・兵庫県芦屋市視察徳島県神山町・兵庫県芦屋市 視察

若者の居場所づくりワークショップ

「新しい駅前を使って子どもの課題を解決せよ「新しい駅前を使って子どもの課題を解決せよ！！」」

!

　NPOカタリバ主催の高校生による課題解決
活動「高校生マイプロジェクト」に取り組む女
川向学館の高校生たちが、毎週向学館で地域
の課題解決について語り合っています。
　「子どもたちの遊ぶ場所がない」、「たまり
場がない」、「小中学生も友達と遊べない」と
いう町民や小中学生の声を受け、女川向学館
の高校生が立ち上がりました。
　高校生の提案は、3月7日、8日に合宿形式
で町外高校生の提案と融合し、実現に向けた
ストーリーを提案します。

【２月14日：南芦屋浜災害復興公営住宅】
　20年前の阪神淡路大震災後に建てられた
公営住宅の計画時に、コミュニティ・アート
実行委員会の座長を務められた小林郁雄先生
に案内していただきました。
　入居前に入居予定者たちとアートをテーマ
にコミュニティ形成に取り組み、パブリック
空間には、至る所にアートの仕掛けがありま
した。
　被災からの歳月を経て、深みを増す作品も
あれば、破損してしまった作品もあり、将来
を見据えて整備を進める大切さを学びました。

【2月15日：徳島県神山町】
　神山町は人口6,000人の町ながら、新たな働
き方やライフスタイルを求める若者に魅力的な
空間を提供することでアーティストや起業家が
集い、IT企業10社がサテライトオフィスを設置す
るなど、全国から注目を集めています。
　その中心的役割を担うNPO法人グリーンバ
レー理事長の大南信也さんからは「町の未来
を描き逆算し、今必要なことをしている」「そ
こにどんな人が集まるかで地域の価値が決ま
る」など、取り組みのプロセスやヒントを学
びました。

まずは、「自分たちがやりたいこと、できること」を 
テーマに、いろいろなアイデアを出し合いました。 

イベント広場で 
ライブイベント 
をしたい 

町民が集まれる 
場所をつくりた 
い 
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まち活メールにご登録を！
　まち活では、講演会、実践講座、まちカフェ、まち歩きなどのイベントを随時開催していきます。
メール登録していただけば、いろんな情報をリアルタイムで配信します。メールの件名に「まち活
メール登録」、本文に「氏名、年齢、性別、職業（所属先）」をご入力のうえ、
fukko7@town.onagawa.miyagi.jp までご送信ください。

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会／ワーキンググループ事務局

　役場復興推進課復興調整係　�54-3131内線239

◆まち活Facebook　https://www.facebook.com/machikatsuonagawa

�3月の予定

町のプロモーション・魅力発信を実践していきます

　第１回ワークショップで作成した「資産図」
を振り返り、復幸祭でどのように女川町の魅
力を発信すればよいかを話し合いました。

【ワークショップ企画】

●まちカフェ×女川向学館×KAERU CAMP
　『若者の居場所づくり～提案の融合～』

◆日　時　３月７日（土）、８日（日）

◆場　所　女川向学館（旧女川第一小学校）

◆内　容　町内高校生と町外高校生の提案を融合し、

新しいまちで高校生がまちづくりを実践

します！

まちびらき後の主役となる若者が提案発表します！

まち活実践講座　 １月23日・参加者11名女川町のプロモーション
実践ワークショップ
第２回
１月14日・参加者６名

復幸祭で女川町の魅力を発信する復幸祭で女川町の魅力を発信する
情報発信基地を考えよう！情報発信基地を考えよう！

《参加者の意見》

「人のストーリー」＝「女川のストーリー」

・まち活で関わったまちの先生、縁の下の

力持ちの復幸祭実行委員会、当日にブー

スを出す人、ほか女川町で生きる人のス

トーリーや活動にかける想いを写真も活

用しながら伝えたい！

・復幸祭まち活ブースを、周遊を促すため

の情報発信基地に！

まちの魅力発信のためのSNS活用術でまちの魅力発信のためのSNS活用術で
女川町をプロモーション！女川町をプロモーション！
　一般社団法人イトナブ石巻の古山隆幸さん
に、SNSの利用状況や使い方について講義し
ていただきました。

　同じくイトナブの嶋脇佑さんに「情報の伝
わり方」を教えていただきました。写真、言
葉、デザインの3つの要素を工夫して「伝わ
る」情報にすることが大切なのだそうです。

「さかさま」 
じゃないよ！ 
「ささかま」 
だよ！ 

要冷蔵。 
でも味は 
「あったかい 
んだからぁ」 

◆◆講義後のワークショップで15～25歳の若者に講義後のワークショップで15～25歳の若者に
蒲鉾屋さんをアピールするキャッチコピーを考蒲鉾屋さんをアピールするキャッチコピーを考
えました。えました。

Facebookの投稿は16%の友達
のタイムラインにしか表示さ
れず、表示された投稿もほと
んどは流し読みされます。イ
ンパクトのある投稿をして目
を留めてもらうことが大切です。 

【シンポジウム企画】

●若者が活きる『やわらかい居場所』づくり
　～鯖江市役所JK課の事例から～

◆講　師　若新雄純さん（JK課プロデューサー）

◆日　時　３月26日（木） 17：30～

◆場　所　復興まちづくり情報交流館

◆内　容　・基調講演

・高校生「若者の居場所づくりワーク

ショップ」提案発表

・若新雄純さん×高校生　トークセッション復幸祭のまち活ブース「情報発信
基地」でも提案を発表します！
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